
問合先 市民病院（☎ 76‐４１３１）

今回は肝硬変や肝細胞がん（HCC）となる危険性
が極めて高いウイルス性慢性肝炎のお話をします。

【C型肝炎（慢性肝炎／肝硬変）】
診断にはまず HCV抗体を測定、陽性であれば実
際のウイルスの有無（HCV-RNA）を測定します。
C型肝炎の場合、ほぼウイルス陽性＝慢性肝炎／肝
硬変となります。
治療としては、以前は長らくインターフェロン
（IFN）という注射薬が中心でした。当院では全国
的にも多くの患者さんに IFN 治療を行い、HCCの
発症を早くに抑えてきました。
現在は副作用も少ない内服の直接作用型抗ウイル
ス薬（DAA）にて 100%に近い確率でのウイルス
消失（正式にはウイルス学的持続陰性化：SVRと
いいます）となります。当院で現在主に投与してい
るDAAはマビレット®（８～１２週）とエプクルーサ®
（１２～２４週）です。後者のDAAは肝硬変が進行し
ている状態（非代償期）でも投与可能です。また、
SVR 後には少なくとも半年毎に画像診断と採血を行
っています。

【B型肝炎】
B型肝炎は病状が多岐にわたります。診断にはま
ず HBs 抗原を測定、陽性であれば実際のウイルス
の量（HBV-DNA）やトランスアミナーゼ（ALT ／
AST）の数値を測定します。

HBV-DNAが高値かつALT ／ AST が高値の場合
慢性肝炎／肝硬変の可能性が高く、肝生検等にて
確定診断となれば抗ウイルス薬（エンテカビル
（バラクルード®）やベムリディ®）の永年内服
となることが多いですが、１年以内の IFN の投与
を行う場合もあります。今では当たり前の治療とな
りましたが、当院では他院に先駆けて抗ウイルス
薬や IFN 治療を行ってきました。抗ウイルス薬投
与中は２カ月毎に採血、少なくとも半年毎に画像診
断を行っています。

HBV-DNAが低値かつALT ／ AST が正常の場合
活動性が低いキャリアと言われる病態となります
が、１回の測定では不足で、かつ慢性肝炎に移行
する症例もあり、経過観察が必要です。

～小牧市民病院より～

健康通信
ウイルス性慢性肝炎の現状

他疾患の治療に際し注意を要する場合
HBs 抗原陰性であれば（ごくまれなケースを除き）
問題ありませんが、HBc 抗体が陽性（以前感染し
たが抗体ができている状態）である患者さんに免
疫抑制作用のある薬剤（抗腫瘍薬や免疫抑制剤
等）が投与されると致命率の高い急性肝炎となる
ケースがあり、投薬を行う医師がその危険性を説
明した上でHBV-DNAの定期測定を行うこととな
っております。これに関しては通常は患者さんが意
識する必要はありませんが、今までB型肝炎の指
摘のなかった患者さんが医師からのHBc 抗体陽性
の指摘を受け驚かれることが多く、あえてお伝えし
ておきます。

肝細胞がん（HCC）の早期発見に対する当院の取組
前述の C型肝炎や活動性 B型肝炎の治療により
HCCの発生率の抑制に努めていますが、ウイルス
のコントロールが良好であってもHCCの発症を完
全に抑えることはできません。当院では可能な限
り肝生検にて肝臓の線維化やその他の肝疾患（脂
肪肝の合併は多くみられます）の有無を確かめて
おり、腹部エコー（US）の２回／年の施行に加え、
線維化進行例ではMRI も追加することによりHCC
の早期発見に努めています。
近年でもC型／ B型肝炎ともに治療経過が良好で
も定期通院を中断され、症状がでてから進行した
状態の HCCの診断に到り治療に苦慮する患者さ
んがいます。当院では近隣の医療施設と連携を重
要視しています。肝疾患の指摘や既往がありまし
たら、何卒紹介受診して頂けると幸いです。

消化器内科　部長医師 平井　孝典

▲病院ホームページ ▲診療科ホームページ
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問合先　支え合い協働推進課（☎ 76‐1149）地域協議会の取組を、リレー形式でお伝えするコーナー地域協議会の取組を、リレー形式でお伝えするコーナー

　３月 17 日、小牧小学校で小牧小学校区地域協議会主催の「三世代交流会」を開催しました。
　この催しは、地域住民が三世代で楽しめるイベントを、住民同士のふれあいの機会を提供するために企画された
もので、今年度２回目の開催となりました。
　当日は子どもから高齢者まで約 80人が参加し、今回は「米野太鼓」さんによる太鼓の演奏・体験と、マジシャン
の「RYUHEI」さんによるマジックショーを観て楽しみました。
　参加した児童は「太鼓やマジックショーでいろんな楽しいことがあってうれしかったです」と話していました。
また、イベントを企画した小牧小学校区地域協議会交流部会長の山田さんは、「小牧小学校で開催し、多くの方に参
加していただきました。少しずつですが地域協議会が地域に浸透してきていると感じました。太鼓の演奏にはたく
さんの拍手や声援があり会場は盛り上がりました。年代を超え地域がつながる活動を続けていきたいです」と話し
ました。

小牧小学校区地域協議会
～三世代交流会～
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マジックショーマジックショー 太鼓演奏＆体験太鼓演奏＆体験

油断しない　安全に見えても危険かも油断しない　安全に見えても危険かも
～海、川、山は見た目で危険が分からない～～海、川、山は見た目で危険が分からない～

　みんなの思いみんなの思い
　　　　明るい社会　　　　明るい社会
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問合先　小牧警察署　（☎ 72‐0110）

　４月、５月の行楽期から気温の上昇とともに、
海でのマリンスポーツや川での釣り・水遊び、春
山登山などのアウトドアレジャーが盛んになりま
す。
　自然に触れるレジャーは、楽しみがある半面、
自然ならではの危険もあり、山岳遭難・水難の
発生も例年４月頃から発生する傾向があります。
　アウトドアでの事故を防ぐためには、自然を甘
く見ず、危険をきちんと認識し、計画を立てて
行動することが大事です。

身につけよう　交通ルールと　ヘルメット
～自転車を安全に利用しよう～

　自転車は身近な交通手段であり、特に最近では、環境負荷が少なく、健
康増進に資することなどから注目を集めています。しかし、一部の自転車
利用者の交通ルールを無視した行動や、マナーの悪さに対する批判の声が
後を絶ちません。
　自転車は「車両」です。自動車と同じように法律で定められた交通ルー
ルを守る義務があり、ルールを守らなかった場合には罰則を科せられるこ
ともあります。
　また、自転車の乗り方によっては、相手にけがをさせる凶器となります。
万一相手にけがをさせてしまった場合には、刑事責任を負
ったり、損害賠償を求められたりする可能性もあります。
　自転車安全利用五則を始めとする自転車の交通ルールを
正しく守り、実行しましょう。

のるものか　うまい話と　くちぐるま
～悪質商法から身を守るために～

◎悪質商法の被害にかからないために
　悪質商法の手口は、年々巧妙になってきており、こうした被害に遭わな
いようにするには、皆さん一人一人がしっかりした心構えをもつことが最
も大切です。
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